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拝啓 早春の候、貴社ますますご繁栄の
こととお慶び申し上げます。
先日2/7(土)に毎年恒例の経営発表会
を開催いたしました。昨年度の決算報
告、今年度の経営目標、中期経営計画・
中期経営方針などを説明しました。
各部門・各営業の昨年目標に対する進捗・
今年度目標などの発表もありました。
毎年恒例の「歴史から学ぶ」・健康セミ
ナー・健康優良賞発表なども行いました。
健康セミナーでは骨盤底筋群を取り
上げました。今年は骨盤底筋群につい
ての外部セミナーを8名受講し、社内
で骨盤底筋群トレーニングをはじめ
とした簡単な筋トレ・運動などを業務時間中に月数回行おうと思って
おります。
今年の「歴史から学ぶ」は、日露戦争での日本海軍を取り上げました。
秋山兄弟の弟・真之が有名ですが、最大のポイントは海軍大臣・山本
権兵衛の英断だと思っております。当時日本海軍の総司令官として
実績・実力ともにN0.1だった日高壮之丞でした。しかし、山本はこの
日高を更迭し、日高と比べると実績・能力ともに大きく劣る東郷平八
郎をトップに据えました。この人事に日高をはじめとする薩摩軍閥が
激怒し軍部内は大きく紛糾、山本は明治天皇にまで呼び出されてこの
人事について説明をすることになり、「東郷はとても運の良い男です
から・・・」と述べました。本当に運だけでトップを決めたのでしょう
か・・・？山本には明らかな狙いがありました。それは東郷の人気・人望
を使い海軍を一つにまとめあげ、全ての頭脳を終結させるということ
でした。超エリート揃いの海軍は、みな優秀だが個性が強すぎてぶつ
かり合うことが多くバラバラでした。秋山真之も繊細で神経質な天才
肌でしたが、周りとすぐに衝突するという問題があり、艦船の運用な
ど戦略の実行には欠かすことが出来ない実務の鬼・加藤友三郎と秋山
真之は犬猿の仲でした。また秋山真之に並ぶもう一人の天才・佐藤鉄太
郎も戦略立案の方向性の違いから秋山真之とは犬猿の仲、しかしこの
3人とも東郷とは仲が良く、みな東郷を慕ってました。東郷を旗印に、
この彼ら天才たちを一つにまとめ、世界最強と言われるロシア・バル
ティック艦隊に挑み、勝つことが出来るのは東郷しかいないというの
が山本の思惑でした。実際、東郷トップの元、バラバラだった天才たち
も「東郷さんが言うなら・・・」ということで一つにまとまりました。部
下を大いに褒め伸ばすことに長け、部下の失敗は東郷が背負い、成功
は全て部下の功績にする、また右か左かと決断を迫られた際も、両者
の言い分をくみ取って中間ということではなく、はっきりと右・左で
決断する、採用されなかった方にも丁寧に説明をする。そして決断の
責任は全て自分が負うというスタイルでした。このようなトップだっ
たら安心して身を任せられると思いませんか。若いころはスーパース
ター的な英雄が大好きだったので、凡庸に見える東郷平八郎に対して
好意的ではありませんでしたが、中小企業経営者としてこのような歳
になると東郷平八郎の人望・人心掌握術の凄さに改めてとても驚いて
おりとても尊敬しております。兵力差400倍と言われたロシアに対し
て日本が勝利したことは欧米はじめ世界では奇跡だと言われました。
海軍大臣・山本権兵衛の英断がなければ、この奇跡はなかったと思い
ます。経営発表会ではこのように日露戦争の話しをしながら、人望・人
心掌握の大切について、また一人のスーパースターに頼るのではなく
チームが一丸となれば強い力を発揮できる、ということを経営発表会
では話しをさせてもらいました。
今後とも引き続き何卒宜しくお願い致します。　　　　　　　　敬具

共和ゴムニュースレター　第 123号　2026年 3月 発行

〒573-0102 大阪府枚方市長尾家具町3丁目4番地3
Tel. 072-855-1039(代表) ／ Fax. 072-855-1090(代表)

Back Number

You tube

Instagram

NEWS LETTER   VOL.1231

代表取締役 寺阪 剛
NEWS LETTER

東大阪市花園ラグビー場 ＜MAT看板＞



NEWS LETTER   VOL.1232 NEWS LETTER   VOL.1233 NEWS LETTER   VOL.1234

平素より大変お世話になり、誠にあ
りがとうございます。
栃木事業所の飯泉と申します。
栃木事業所は栃木県小山市に所在し
ており、現在社員2人、パート8人の
計10人体制で、継手等の組み立ておよび関東・東北近辺
への出荷業務を行っております。
日々、品質と安全を最優先に、協力し合いながら業務に取
り組んでおります。

私事ではございますが、昨年より健康維持と体質改善を
目的にダイエットをはじめました。その結果、今年は社内

栃木事業所　飯泉 七恵

いつもニュースレターをご愛読い
ただき、誠にありがとうございま
す。ご無沙汰しております。
本社営業部の道上です。
早速ですが、現在お問い合わせが
殺到している「MAT看板」をご紹介させていただきます。
MAT看板は、軽くて安全、しかもカスタマイズ自由な
スポーツフィールド看板の決定版です。やわらかいス
ポンジ芯材を採用しており、万が一ぶつかっても安心
の設計。折りたたみ可能で、持ち運びや設置も非常に簡
単です。バナーはマジックテープで貼り替えができるた
め、スポンサー変更にもスムーズに対応可能。屋内外を
問わず、スポーツ・イベント・ライブ会場など、使い方は
無限大です。繰り返し使用できるため、コストパフォー
マンスにも優れた製品です。
先日、ラグビーの聖地として知られる東大阪花園ラグビ
ー場を拠点とする近鉄花園ライナーズ様への導入も始
まり、公式戦前のMAT看板設置作業を見学してまいり
ました。設置作業は驚くほどスピーディーに進み、現場
での扱いやすさを実感いたしました。
今シーズンからの採用で、まだ数試合での使用ではあり
ますが、すでに大きな導入メリットを感じていただいて
おります。従来の木枠看板と比較して、作業時間の短縮
や省人化による人件費削減につながるなど、現場の皆様
からも高い評価をいただいております。
また近年は、さまざまなスポーツ分野はもちろん、イベ
ント分野でも実績が増えてきております。B1リーグ所
属の群馬クレインサンダース様や、群馬県を拠点に活動

本社・営業部　道上 隼人 の健康優良賞1位を獲得
することができました。
食事内容の見直しに加え
て、ウォーキングや軽い
運動を無理のない範囲で
継続することで体重を落
とすだけでなく、体調や
生活習慣そのものを改善することができました。
寝起きもスッキリ起きられるようになり、日中も体が軽
く感じるようになりました。
寒くなってきてウォーキングの回数は減りましたが、子
供たちと公園に行った際無理のない距離で子供たちと
マラソンをしたり、エスカレーターなどを使わずできる
限り階段を使用したりと体を動かすことを心掛けてい
ます。
また、腸活に良いとされる食材を試したりと腸内環境を
整えることも意識しています。
今回の経験を通して、日々の小さな積み重ねと継続する
ことの大切さを改めて実感しております。

今後も仕事と健康の両立を意識して、より一層業務に励
んでまいります。
何卒よろしくお願い申し上げます。

する女子3人制プロバスケットボールチーム・フロー
リッシュ群馬様など、スポーツ関連での導入は着実に拡
大中です。さらに、大規模フードフェスのブースレイア
ウト用仕切りとして約80台ご採用いただくなど、イベ
ント分野での活用も広がっています。
これからもMAT看板が多くの皆様の目に触れ、現場の
お役に立てるよう、引き続き拡販活動に努めてまいり
ます。

事業所のメンバーと懇親会
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▼フローリッシュ群馬様


